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資料５－１－①－７続き 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，pp.7～11） 
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資料５－１－①－８ 

使用教科書（抜粋） 

（1 年生） 

 

5 年生 

 

(出典：学生課資料) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 教育の目的に基づいて学年ごとに科目が修得できるよう体系的に編成されている。使用されている

教科書は，検定教科書，高専及び大学で用いられる教科書等を使用している。以上により，教育の目

的を達成するのに適切なものとなっている。 

 

 

観点５－１－②： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発

展の動向、社会からの要請等に配慮しているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では規定を定め，資格試験や工場実習を卒業認定に必要な累積修得単位数に認めている（資

料５－１－②－１）。電気電子工学科では並列選択制，物質工学科ではコース制を実施している

（資料５－１－①－７参照）。学術の発展に対応した教育のため外部講師による特別講義を実施し

ている（資料５－１－②－２）。海外工場見学を実施し，国際感覚を身につけている（資料５－１

－②－３）。 
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資料５－１－②－１ 

 

 

 

 （出典：平成 25 年度 学生便覧，pp.71～72） 
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資料５－１－②－１続き 

工場実習規定（抜粋） 

 

 

 

 

（出典：学生便覧，p.73） 
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資料５－１－②－２ 

外部講師による特別講義 

 

（出典：平成 25 年度シラバス p. B-46） 
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 資料５－１－②－３ 

 

海外工場見学 

 

バンコクのエイシアン･スタンレーで海外工場見学を実施しました 

 

11 月 6 日～10 日、本校初の海外工場見学を実施しました。 第 4 学年の希望学生 13 名と引率教職員 3

名、合計 16 名でタイ王国に行ってきました。 11 月 7 日･第一日目は、高専機構提携校であるキングモ

ンクット工科大学ラカバン校を訪問。英語で自己紹介、学校紹介を行った後、キャンパスツアーで研究

室を見学しました。 8 日･第二日目は、エイシアン･スタンレー様を訪問。LED 等を製造販売するスタ

ンレー様の世界展開や生産ラインが日本から海外へ移転する様子、海外で活躍する日本人エンジニアを

目の当たりにし、グローバル社会を実感しました。また、アユタヤ遺跡等で社会見学しました。緊張し

た中にも、楽しく時間を過ごしました。 9 日･第三日目は、キングモンクット工科大学の学生と共にバ

ンコク市内をグループで自由見学し、国際交流を深めました。 3 日間の短い期間ではありましたが、

参加した学生は、日本企業の海外進出を直接見聞してコミュニケーション力の必要性、将来のエンジニ

アとしてのニーズを痛感し、今後の勉学の大きな糧を得ることができました。国際社会へエンジニアを

輩出する高専として、来年以降も継続実施していく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：本校ウェブページ） 

   

庄内空港出発 

忘れものはないかな! 

バンコク･スワナブーム 

空港到着 

キングモンクット 

工科大学到着 

   

副学長から 

歓迎のお言葉 

鶴岡高専学生による 

学校紹介 

学部長と記念撮影 
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（分析結果とその根拠理由）  

学生の多様なニーズに対応して，資格試験や工場実習を卒業認定に必要な累積修得単位数に認めて

いる。また，並列選択制やコース選択制の導入，外部講師による特別講義，海外工場見学を実施して

いる。 

 以上により，本校の準学士課程は学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，社会からの要請等に配

慮している。 

 

 

観点５－２－①： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適

切であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。 

（観点に係る状況）  

教育の目的に照らして講義，演習，実験・実習の授業形態をバランスよく配置している（資料５－

２－①－１）。実験・実習は低学年から段階的に実施している（資料５－２－①－２，資料５－１－

①－２参照）。国語の授業でコミュニケーションスキル教育を実施している（資料５－２－①－３）。

国際化に対応する英語教育の実施（資料５－２－①－４），多人数授業における細かな学習指導の取

組として出席カードの活用がある（資料５－２－①－５）。実験についての理解を深めるために，レ

ポートに関するディスカッションやプレゼンテーションを実施する取り組みもある（資料５－２－①

－６）。 
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資料５－２－①－１ 

 

授業形態のバランス  

 

準学士課程 学習教育目標における講義，演習，実験・実習の割合 

物質工学科 

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

単位数合計 2 0 6 37 1 5 44 2 11

割合［％］ 25.0% 0.0% 75.0% 86.0% 2.3% 11.6% 77.2% 3.5% 19.3%

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

講義 演習
実験
実習

単位数合計 79 4 6 30 1 0 21 2 4

割合［％］ 88.8% 4.5% 6.7% 96.8% 3.2% 0.0% 77.8% 7.4% 14.8%

講義 演習
実験
実習

単位数合計 0 1 13

割合［％］ 0.0% 7.1% 92.9%

(G)計画的，継続的，客観的な問
題解決能力を身につける

(A)知識を統合し多面的に問題を
解決する構想力を身につける

（B)地球的視野と技術者倫理を身
につける

(C)数学、自然科学の基礎学力と
実験・実習による実践力を身につ
ける

(D)工学の基礎学力と情報技術を
身につける

(E)一つの得意分野をもち，生産
技術に関する幅広い対応能力を
身につける

(F)論理的表現力と英語力を身に
つける

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－①－２ 

低学年からの実験・実習 

（電気電子工学科，電気電子工学基礎実験・実習） 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p. E-4） 
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資料５－２－①－３ 

コニュニケーションスキル教育 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，p.G-９） 
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資料５－２－①－４ 

国際化に対応した英語教育 

 

（出典：平成25年度 シラバス，p.G-42） 
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資料５－２－①－４続き 

 

（出典：平成25年度 シラバス，p.G-47～50） 
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資料５－２－①－５ 

多人数授業における細かな学習指導（出席カード） 

 

 

 

 

（出典：５年共通選択科目「医療福祉機器工学」） 
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資料５－２－①－６   

実験レポートに関するディスカッションやプレゼンテーション 

４．実 験 
 

 本実験の担当者は，戸嶋，佐藤司の２名である．それぞれ表２に示したテ−マを主に担当する． 

 

表２ 担当テ−マ一覧． 

戸 嶋 佐藤司 

酸性水溶液中における鉄の腐食速度 

Al-Cu 合金の硬度測定 

イオン結晶のＸ回折 

高分子の粘度平均分子量 

活性炭の製造と評価 

吸水性ポリマー 

 

 事前に作成した実験計画に基づき，全員で協力して実験をおこなうこと．実験室内でレポ−トを書いた

りすることは厳禁とする．万一，器具等を破損した場合には速やかに担当者に届け出ること．実験終了後

（あるいは実験と並行して）デ−タの整理をおこない，妥当な結果が得られたことを確認した後，担当者

に実験結果を示すこと．最後に必ず全員で器具の洗浄・実験台上の清掃をおこなう． 

 

なお，実験室へのカバン・携帯電話・PHS の持ち込みおよびサンダル履き等は固く禁ずる． 

 

５．評 価 
 

実験テーマ毎に提出されたレポートを評価する．評価項目は「体裁，結果，考察，理解度，提出日」の

５項目である．実験への取り組みについては実験ノートで評価するので，プレゼンテーション終了後実験

ノートを戸嶋まで提出すること．プレゼンテーションはスライド，発表内容（質疑応答も含む）の２項目

で評価する．レポート 70％，実験への取り組み 20％，プレゼンテーション 10％として総合評価する． 

 

 

Ⅱ．レポ−ト，ディスカッションおよびプレゼンテーションについて 

 

 実験レポ−トはそれを読んだ全ての人が理解できるように，正確，平易かつ簡潔な文章で書き，目的・

実際におこなった実験操作・測定結果・結果の整理・考察のすべてを含む必要がある．データ解析および

図表等の作成にはワ−プロ・コンピュ−タの積極的な利用が望ましいが，レポート本文については必ず手書

きとする． 

 レポ−ト提出〆切は実験終了日の一週間後の午前 8 時 30 分とする．表２に示した各テーマ担当者に直接

提出することとし，提出日の昼休み（あるいは休み時間や放課後など）に，必ず実験内容について 5〜10

分間のディスカッションをおこない，実験を正しく理解していることを確認した上で受理とする．レポ−

トの内容に不備がある場合，あるいは実験内容を正しく理解していない場合には，レポ−トは受理せず再

提出とする． 

プレゼンテーションは各班第１回目～４回目の実験テーマからそれぞれ指定された１テーマについて

OHP またはプロジェクターを用いておこなう．各班のメンバーはそれぞれ異なるテーマで発表をおこなう

ものとする．プレゼンテーションの詳しい実施方法については別途指示する．  

（出典：物質工学科資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育の目的に対応して，講義，演習，実験・実習等の授業形態のバランスは適切であり，それぞれ

の授業科目において教育内容に応じた様々な学習指導法の工夫がなされている。 

 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学習、

教育方法や内容、達成目標と評価方法の明示等、内容が適切に整備され、活用さ

れているか。 

（観点に係る状況）  

 シラバスには，学習教育目標に沿って，授業の概要，授業内容，達成目標，評価方法等が記載され

ている（資料５－１－①－７参照，資料５－２－②－１）。学修単位科目についてもシラバスに明示

されている（資料５－２－②－２～３）。シラバスの作成方法は教員に周知している（資料５－２－

②－４）。 

 作成されたシラバスは，教員・学生に配布している他，本校ウェブページでも公開されており，教

員は，シラバスに沿って授業，成績評価を行うと共に授業の進捗状況を確認している（資料５－２－

②－５～６）。  
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資料５－２－②－１ 

シラバス 

 

（出典：平成 24 年度 シラバス，p.G-1） 
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資料５－２－②－２ 

成績評価（学修単位科目） 

 

  

 

 

学修単位科目の例（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度シラバス，I-22） 
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資料５－２－②－３ 

学修単位科目の自学自習課題 

 

 

 

 

 




